
令和３年 10 月 12 日 

観光文化スポーツ部 

県内観光事業者の業況聞き取り調査 

業種 地域 
９月入込実績 

（対例年比） 

10 月予約状況 

（対例年比） 
特記事項 

宿泊施設 

村山 ３０ ～１００％ ４０ ～１２０％ 
他県の緊急事態宣言等の解除による影響 

・宿泊や紅葉の時期に関する問い合わせが増えてきている。 

・徐々に予約は増えているものの、GoTo トラベルがあった昨年には及ばない状況。（多数） 

・GoTo トラベル再開の時期や新型コロナウイルスの感染状況により予約が左右されるので先が見通せない。 

９月の連休等 

・９月の３連休は満室となる温泉地がある一方、思いのほか伸び悩んだ温泉地もあるなど地域差が見られた。 

・９月は感染拡大防止特別集中期間が終了しても予約は増えず、空室が目立った。 

「やまがた四季旅」について 

・宮城県への緊急事態宣言発出後、県内からの宿泊予約申込が大幅に減った。 

・四季旅を使った 10 月の予約が多く入っており、例年比増を見込む。 

最上  ４５ ～ ６０％ 見通せず 

置賜 ２５ ～ ８５％ ２０ ～ ６０％ 

庄内 ３０ ～ ５０％  ４０ ～ ６０％ 

 

業種 
９月売上実績 

（対例年比） 

10 月入込見込 

（対例年比） 
特記事項 

立寄施設 ３０ ～ ９０％ ５５ ～１５０％ 

他県の緊急事態宣言等による影響 

・９月は緊急事態宣言等によりイベントや教育旅行の延期が相次ぎ、入込の減少につながった。 

９月の連休以降 

・9 月 20 日以降、旅行会社のツアー再開に向けた動きが活発化している。 

・９月の３連休以降入込は増えているが、依然として県内客中心のため、人数に比して売り上げは伸びていない。 

・緊急事態宣言の解除により徐々に予約は入り始めている。 

・緊急事態宣言の解除により近隣県を中心とした県外の車も見受けられるようになってきた。 

・１０月に入り例年に比べて入込の少なかった地域（宮城、福島、栃木等）から徐々に予約が入りつつある。 

・１０月は教育旅行の行き先が県内に変更になった学校が増えたため、昨年比で増加を見込んでいる。 

・１０月中旬以降、首都圏や関西圏からの大型バスの立ち寄りが再開する動きがみられる。 

・昨年は GoTo トラベルがあったため、１０月の入込は昨年比で減少と見込んでいる。 

旅行会社 ２０ ～２００％ ３５ ～１１０％ 

感染拡大防止特別集中期間 

・感染拡大防止特別集中期間に入ったことで、９月の予約に若干（数件～10％）のキャンセルが発生した。 

・バスを利用したツアーは感染拡大防止特別集中期間に申込取消が相次ぎ、ツアーキャンセルが発生した。 

９月の連休以降 

・９月の３連休は四季旅を利用したツアーの入込が好調だった。 

・緊急事態宣言の解除により一気に需要が戻ると期待したが、今のところ大きな動きはなく、まだ様子見の状況と感じている。 

・感染者数が減少傾向にあるため、これから少しずつツアー申込の動きが出てくるのではないかと期待している。 

交通事業者 １５ ～ ５５％ 
７０％ 

（バス協会） 

感染拡大防止特別集中期間 

・感染拡大防止特別集中期間に入ったことで幼稚園の遠足、小中学校の修学旅行は９月中旬までほぼ中止となり、旅行業者から

は、遠足・修学旅行の日程変更について相談が寄せられている。（県バス協会） 

・９月も人流が減少し、タクシー需要が大きく減少した。特に夜間の需要が大幅に減少している。（県ハイヤー協会） 

９月の連休以降 

・９月後半から県外からのツアーを再開するところが出始めている。（県バス協会） 
  


